る 清々 しさに 私達 は 一 入 早暁の 涼味 を 覚える。 ある 貧 

しい 母の ない 娘が 背戸に 朝顔 を 造り、 夕に 灯 をつ けて 

その 蕾 を 数へ、 あした は 絞りの 着物が 三つ、 紺の がー 

つ 仕 立つ と 微笑んだ の を いぢら しく 見た ことがある。 

だが、 秋の 七草に 含まれる 朝顔 は 夏の 朝 咲く いは ゆる 

朝顔 —— これ を 古字に すれば 牽牛子 又は 葬 花と 書く I 

I ばかりで はなく、 木槿と 桔梗 を も 総称しての もので 

ある。 さう いへば 木槿 も 桔梗 も牽牛 子と 同じ やうに 花 

の 形が 漏斗の 形 をして ゐる。 

七草 は 野生の 植物で、 花の 色 は 女郎花の 黄 を 除いて 

みな 紫 か 紫 系統で ある。 秋の 野 花の いろは 総 じて 紫 か 
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